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で玄米の投与が著しい効果を示すことを見出した（昨年度修士課程修了の Nguyen Ha 研究、論文
投稿中）。効果の原因の一つとして、食物繊維に注目した。ベトナム人の食物繊維摂取量は非常に







対象者：ベトナムに住む 2 型糖尿病のベトナム人、糖尿病歴 2～３年、70 名。性別、年齢、糖尿
病の程度、糖尿病歴などでマッチした 2 群を作り、そこからランダムに 2 群（おから群、対照群）
に分けた。 
（介入方法） 
介入に先立ち、オカラを利用した美味しく食べることのできる料理を約 10 種類開発した。 
オカラ群には、日々の食事の中に 5～6ｇの食物繊維を含む生オカラ（約 60ｇ）を入れ、2 週間
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